
１．活動状況 

団体名 社団法人北海道建築士会 中標津支部 

対象事業 歴史的資産の保全・再生・活用 

事 業 名 「いにしえ建物」ドローイング展 

事業目的 地域建築の発展と地域における建築士の育成 

実施期間 平成 17 年 7 月 26 日～平成 17 年 8 月 2日 

実施活動内容 

・伝成館（旧農業試験所湯）の公開および同施設の青図（レプリカ）の

展示（開催日 7月 26 日～8月 2日） 

・建築図面展示：古い手書き図面や製図道具などの展示を行った（開催

日 7 月 26 日～8月 2 日） 

・講演：中標津において設計や建築を築いてきた方の貴重な体験談など

をお話いただいた。（開催日 7月 31 日） 

 ①建築士講話 講師：広木 正氏 / 峠 幸男氏 2 名 

 ②ＮＰＯまちづくり伝成館の活動を通して古建築とまちづくりについ

て講演  講師：飯島 実氏 

 

伝成館の青図レプリカの展示や古い手書き図面及び道具の展示は、ＣＡ

Ｄしか知らない若手建築士にとって図面作製における技術や感性の面で

大変刺激になったようだ。また、手書き時代を過ごした事のある建築士

にとって改めて製図における意識の再確認をするきっかけになった。 

古建築士 2名における講和については、今日までの特に手書き時代で立

派な道具も無い当時の設計や現場における体験談をお話いただき、参加

者には現在の恵まれた時代から原点を振り返るきっかけとなった。 

ＮＰＯまちづくり伝成館の飯島実氏講演は、旧農業試験所湯庁舎の保存

運動から始まり、同庁舎を伝成館と名付けまちづくりの一環として運用

している現在に至るまでのお話をしていただいた。 

本来持っている建築物の価値観をあらためて考えるきっかけとなった。

 

 

今後の課題 

将来計画等 

課題 ・宣伝手法 ・開催時期及び期間 

計画 ・中高生を対象とした設計体験、講話 

 



申請事業の遂行状況が分かる写真をコメント付きで添付してください 

 


